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子育て支援

「健康長寿のまち」の推進 １３．１億円 ３．３億円

①地域包括支援センターの体制強化
②「自宅でずっと」在宅医療・介護連携事業の充実
③生涯活躍のまち静岡（ＣＣＲＣ）の推進
④元気いきいき！シニアサポーター事業の推進
⑤Ｓ型デイサービスの運営

多くの市民が、健康に人生を楽しむことができ、住
み慣れた「自宅でずっと」、自分らしく幸せに暮ら
すことができるまちを実現する。

地域包括支援
センター相談風景

自宅でずっと
ミーティング

シニアサポーター
ボランティアの様子

子育て支援

「まちは劇場」の推進

文化・クリエイティブ活動への支援や、公共空間の
利活用を通じて、大道芸で培ってきた市民の創造性
や感性を磨きあげ、わくわくドキドキの笑顔溢れる
まちにする。

①「まちは劇場」プロジェクトの推進
　・パフォーミングアーツ、東静岡アートパーク他
②呉服町通線（紺屋町地区）の整備
③富士山コスプレ世界大会等への支援
④清水エスパルスの応援

「ストレンジシード」
Ｈ28・5

「めぐるりアート静岡」
Ｈ28・11

富士山コスプレ
世界大会の様子

志政会代表質問
平成29年 2月議会において、中山道晴政調会長が志政会を代表し質問
にたちました。質問では、市長の施政方針、平成 29年度当初予算案、
議案が上程されたのを受け、市長の政治姿勢や重点事業について問い質
しました。（以下、質問一部抜粋）
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市長の政治姿勢おいて、清水桜が丘病院移転の件で、
市長の政治判断の基準はどのようなものであったのか。

子どもの教育環境改善について、小中学校の普通教室
へのエアコン設置をどのように考えているか。

教職員の多忙感解消のため「校務支援システム」の導
入整備に着手したようだが、整備状況と今後の予定は
どうなっているのか。

中小企業における女性活躍の取組みについて、どのよ
うな支援を行っていくのか。

感震ブレーカー設置補助について、震災時電気火災の
発生予防の効果と市民への周知方法はどうか。

Q駿河区における地域福祉の拠点整備をどのように進めていくのか。

Q議員発議により策定された「静岡市市民による自転車安全利用の確保に関する条例」について、学生のマナー
向上に向けた取組みはどのようなものか。

清水庁舎跡を清水桜が丘病院移転候補地とした政治判
断は、清水区民にとって清水桜が丘病院の撤退は、絶
対に避けなければならないとの判断からである。

普通教室内の環境改善にはエアコン設置は有効な手段
であると考えているが、市内全校へのエアコン設置に
は相当な額の予算が必要である。
本年度、夏季・冬季の全校の教室内温度測定と抽出で
測定機器を設置し精密測定を実施した。Ｈ29 年度は、
測定結果などの分析を行い、他自治体の先進事例を参
考に事業手法の検討をしていく。

女性が活躍していくためには、雇用を継続できる職場
環境づくりに企業自らが取り組むことが重要である。
しかし、中小企業においては、継続就業を支援する雇
用条件整備に向けた意識が経営者をはじめ組織全体に
浸透していないこと、またそのやり方がわからないこ
となどの課題がある。
これらを踏まえ、本市ではＨ29 年度に「企業向けセミ
ナー」を開催する。具体的には、経営者・管理者・従
業員と各階層に参加していただき、先進的な取組みを
行っている企業の事例を手本に、自社の取組みに活か
せるようなノウハウの習得と参加者の意識改革を図っ
ていく。

本年度、現場の教員の声を聞きながら静岡市の仕様を
まとめた。Ｈ29 年度は業者選定、学校での運用環境の
構築を行い、Ｈ30年度からの運用開始を予定している。

AＨ29年度に南部図書館の二階を改修し、福祉相談窓口、ボランティア活動室、多世代交流スペースなどを設置
し、駿河区における地域福祉の拠点としていく。

A1．条例のＰＲチラシを市内すべての高校生と中学生に配布し、条例の趣旨を浸透させる。
2．自転車専用レーンや駐輪場といったハード面の整
備とあわせ、正しい走り方や使い方について啓発指導
に努める。
3．高校生の通学ルートへの自転車安全指導員配置に
向け、指導権限、配置エリア、指導員の確保などにつ
いて検討していく。

阪神淡路大震災では、火災のうち約 6 割が電気火災で
あった。南海トラフ巨大地震における本市での火災に
よる家屋消失は 37,000 棟とされており、電気火災は
相当数に上るものと推測され、感震ブレーカーの設置
は被害軽減の有効な手段であると考えている。
感震ブレーカー設置補助の周知方法については、自主
防災連絡会で説明を行うとともに、全自主防災組織へ
チラシを配布する。また、広報紙やホームページを通
じ広く市民へ周知していく。

栗  田  知  明 風  間  重  樹
新庁舎建設について
Ｑ：タウンミーティングや臨
時広報紙等で、新しい清水庁
舎はＪＲ清水駅「みなと口」
へ約 120 億円で建設される
と言われている。国・県の施
設、民間施設も入れた複合施
設として建設されるのか。

桜が丘病院移転について
Ｑ：現在清水まちなかタウン
ミーティングが開催されて
いるが、桜が丘病院の移転
先について住民意向を集約
し、政策に反映させるよう
努めるべきであると思うが
市長の見解は。

Ｑ：現清水庁舎には、教育委員会・経済局・子ども未
来局の本庁機能と、清水区役所が入っており、約
1,000 人の職員が働いている。新清水庁舎では、本庁
機能と区役所機能を今まで通りとし、市民に対する
サービスを保障するのか。

Ａ：現在想定している施設はない。 行政機能や民間施
設の複合化は利用者の利便性向上にもなることから、
今後関係者に働きかけていき、基本構想を策定する中
で検討していきたい。

Ａ：今回の清水まちなかタウンミーティングには二つ
の目的を持って臨んでいる。一つ目は、桜ヶ丘病院の
移転先について、市の方針を決定した経緯やＪＣＨＯ
の考え方、津波リスクへの対応方針などお伝えすると
ともに、市民の皆様の不安や疑問を丁寧にお聞きする
こと。二つ目は、江尻地区庁舎建替えや日の出地区の
海洋文化拠点、国際クルーズ拠点構想等、清水のまち
なかの都市ビジョンについて骨格案を示し、市民の皆
様の意見をお聞きするということ。
沢山の意見をいただいたが、これらの意見について整
理分析を行い、改めて報告を行う。また、いただいた
様々な意見をしっかりと把握し、ＪＣＨＯにもお伝え
し、ＪＣＨＯとともに、疑問や不安を払拭するよう努
めていく。

Ａ：今後、有識者や市民の方々で構成される検討委員
会の中で、清水庁舎の在り方について議論を深めてい
きたい。  本庁機能を含めた新しい清水庁舎の機能や役
割について検討し、配置する組織を決定していく。



民生費
14 万 3,060 円
（+5,863 円）

土木費
6万 6,318 円
（+646 円）

公債費
5万 4,384 円
（-1,123 円）

総務費
3万 8,988 円
（-1,989 円）

衛生費
3万 8,520 円
（-3,269 円）

教育費
7万 510 円
（+42,860 円）

市債市債

市民 1人当たりの予算 444,324 円はこのように使われます

その他 32,544 円

＊一般会計のそれぞれの額を平成 29 年 1月の推計人口で割りました。（カッコ内は前年度との差額）

当 初 予 算算

子育て支援

用語
解説

その他
1.2％その他

28.2％

投資的経費
14.2％

義務的経費
57.6％

一般会計
歳出 3,116 億円

平成 29 年度当初予算一般会計 3,116 億円（前年度比+10.4%）

一般会計
歳入 3,116 億円

自主財源
49.2％

依存財源
50.8％

地方交付税
4.1％県支出金

4.5％

その他
1.4％

その他
0.3％

繰入金  1.9％

諸収入 
2.4％

・民生費…生活保護、障がい者・老人・児童福祉等に要する経費
・公債費…地方公共団体が発行した地方債の元利償還等に要する経費
・総務費…本庁舎管理、選挙、職員給与等に要する経費
・衛生費…健康づくりや環境対策、ごみ処理等に要する経費

歴史文化の拠点づくり

海洋文化の拠点づくり

教育文化の拠点づくり

４．０億円

４．０億円

１０．１億円

①歴史文化施設の整備
②駿府城跡天守台の発掘調査、発掘調査の見える化
③ボートによるお堀の活用
④駿府町地区文化・スポーツ施設の立地可能性調査
⑤浅間神社周辺の活性化（宣言団地跡地利用）
⑥駿府城公園「桜の名所」づくり事業
⑦追手町音羽町線等にぎわい空間創出事業
⑧駿府城公園周辺民間活力導入（飲食店・カフェ等）　
　検討事業
⑨駿府城公園周辺ランニング等環境づくり事業

①海洋文化拠点の整備（基本計画の策定等）
②清水港への国際クルーズ船の誘致
③清水港線跡遊歩道の整備
④海洋産業クラスターの創造
⑤新清水庁舎のあり方検討（基本構想）
⑥清水駅周辺地区まちづくり活動
　（リノベーション）支援事業

静岡市は 2月 6日、平成 29 年度当初予算案を発表しました。一般会計は前年度当初比 10.4％増の
3,116 億円となり、過去最大規模となりました。これは、小中学校教職員の給与支給が県から市に権
限移譲されたことに伴う予算規模の拡大で、給与分を除けばほぼ例年規模の予算となります。

小島、三保の生涯
学習交流館建設事
業の進捗や人件費
等の減少により、
前年度より 15.3
億円減

臨時福祉給付金給付事業
の終了や生活保護扶助費
などが減少したが、私立
こども園・保育所等給付
費や障害児施設給付費等
の増加により、前年度よ
り 36.5 億円増

権限移譲に伴う小中
学校教職員関係経費
を新たに計上したほ
か、小中学校体育館
大規模改修事業等に
より、前年度より
299.6 億円増

清水斎場建
設事業の進
捗等により
前年度より
24.3 億円減

公債利子の
減少などに
より、前年
度より 9.8
億円減

駿府城公園を始めとする歴史的名所を活用しながら、
静岡都心の賑わいを演出し、多くの観光客が訪れる町
を実現する。 ⑤浅間団地跡地活用

⑥「桜の名所」づくり

⑦追手町音羽町線
にぎわい空間創出事業

⑧民間活力
導入検討事業

②天守台発掘調査
見える化事業

⑨ランニング等
環境づくり事業 ④駿府町地区文化・スポーツ

施設立地可能性調査

①歴史文化施設建設事業

③お堀の水辺活用事業

清水駅

新庁舎候補地

①海洋文化拠点
施設整備推進事業

⑤新清水庁舎あり方
　検討委員会

桜ヶ丘病院移転構想

③清水港線跡遊歩道の整備 ②国際クルーズ船の誘致

新・桜ヶ丘病院候補地

海洋文化拠点
施設候補地

江尻⇔
日の出

回遊性
向上

防潮堤整備

新清水駅

国際クルーズ拠点（構想）

⑥まちづくり活動
（リノベーション）支援事業

市税
40.6％

使用料・手数料
2.9％

市債
13.7％

国庫支出金
16.6％

地方譲与税
県税交付金
11.6％

人件費
24.7%

扶助費
20.7％

公債費
12.2％

投資的経費
14.2％

物件費
11.2％

繰出金
9.7％

補助費等
6.0％

清水港周辺に集積する海洋関連産業や教育機関を
活かし、世界の玄関口となる「国際海洋文化都市」
へ変身を遂げるとともに、災害に強い清水都心を
形成する。

副都心としての拠点整備を進めてきた東静岡駅と草薙
駅周辺地区を、教育文化の薫りが漂い、多くの若者が
集まり、新たな賑わいと交流が生まれる拠点とする。

①東静岡「アート＆スポーツ /ヒロバ」のオープン　
　Ｈ29・3月　ローラースポーツエリアオープン
　Ｈ29・5月　グランドオープン
②草薙駅南北駅前広場の整備
③草薙駅周辺道路の整備
④高等教育のあり方検討

ＪＲ東静岡駅
ＪＲ草薙駅静岡サレジオ

グランシップ

静岡県立大学
静岡県立美術館・図書館

常葉大学
静岡キャンパス新校舎

②北口駅前広場整備

①「アート＆スポーツ /ヒロバ」
　グランドオープン

②南口駅前広場整備

第三次総合計画のうち、静岡市が持つ資源を活かし、
　　まちの価値を高める施策（5大構想）に予算を重点配分


